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研究成果の概要 

本研究は電場ベクトルを自在に制御した高強度な高周波テラヘルツパルスの生成と物性制御

への応用を目標としている。 

 2022年度には、偏光変調電気光学サンプリング法を用い、任意の電場ベクトルの軌跡を持つ高

周波テラヘルツパルスを検出する手法を確立した。そして電場ベクトル方位角の決定精度及び確

度の評価を行い、1mrad程度の精度と確度を実証した。 

さらに、高周波テラヘルツ帯の任意波形生成のための波形整形器の構築を行った。空間光変

調器を用い、近赤外パルスに対して偏光波形整形を施した。偏光分割相互相関系を構築し、近赤

外パルスの電場包絡線の時間波形を評価できるようにした。この偏光波形整形パルスを用い、

GaSe結晶におけるパルス内差周波発生でベクトル整形された高周波テラヘルツ波を発生させた。

そして前述の偏光計測法で高周波テラヘルツ波のベクトル波形計測を行った。近赤外の円偏光ダ

ブルチャープパルス整形により円偏光高周波テラヘルツ波が得られ、ヘリシティーの制御も確認で

きた。 

また、本研究で注目しているディラック半金属 Cd3As2に対し、高周波テラヘルツ帯の時間領域

分光を活用したポンププローブ実験を進めた。直線偏光の狭帯域高周波テラヘルツパルス励起

時の広帯域高周波テラヘルツ応答を調べることで、フロッケ状態生成時の応答関数の変化の知見

を得た[1]。さらに、円偏光の狭帯域高周波テラヘルツパルス励起時の 1THz帯テラヘルツ偏光回

転を調べ、円偏光誘起異常ホール効果の観測に成功した[2]。 
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